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初
代
乾
山
、
尾
形
深
省
の
没
後
、
乾
山
焼
の
後
継
者
は
京
都
と
江
戸
に
分
派
す
る
。

　

代
々
継
承
者
の
問
題
は
、
江
戸
入
谷
村
に
お
け
る
陶
法
書
「
初
代
乾
山
口
述
二
代

筆
記
」
写
本
（「
内う

ち
が
ま
ひ
し
ょ

竃
秘
書
」）
の
発
見
も
あ
り
、
明
確
に
な
っ
た
事
柄
も
あ
る
が
、
照

合
す
べ
き
作
品
、
文
書
、
資
料
の
類
い
も
乏
し
く
、
多
く
の
こ
と
に
疑
問
が
残
る
。

　

初
代
乾
山
の
江
戸
下
向
に
伴と
も
ない
、
京
都
で
は
養
子
猪い
は
ち八

（
伊
八
郎
）
が
二
代
を
継

承
。
猪
八
は
仁
清
焼
二
代
清
右
衛
門
子
、
乾
山
の
二
条
丁
子
屋
町
移
転
に
伴
い
養
子

と
な
る
が
、
京
都
東
山
聖
護
院
御ご
も
ん
ざ
か
い

門
境
に
、
や
き
も
の
商
売
、
乾
山
焼
の
製
作
に
携
た
ず
さ

わ
る
。
初
代
自
筆
陶
法
書
『
陶
磁
製
方
』（
鐵
竹
堂
瀧
澤
記
念
館
）
に
は
以
下
の
よ
う
に

あ
る
。

　
　

又
ハ
私
新し
ん
い意

ヲ
も
相あ
い
ま
じ
え

交　

愚
子
猪
八
ニ
傅つ
た
え

　

唯た
だ
い
ま今

ハ
京
鴨
川
ノ
東

　
　

聖
護
院
宮
様
御
門
境
ニ
て　

本
燒
内
燒
共
相あ
い
つ
と
め
ま
か
り
あ
り
そ
う
ろ
う

勤
罷
有
候　
　
（
傍
線
筆
者
）

一
方
、
乾
山
の
養
子
、
尾
形
家
の
人
物
と
な
っ
た
こ
と
は
、
光
琳
庶し
ょ
し子

寿じ
ゅ
い
ち
ろ
う

市
郎
（
小

西
彦
右
衛
門
）
養
子
先
、
小
西
家
旧
蔵
「
小
西
家
文
書
」
に
以
下
の
よ
う
に
認
め
ら

れ
る
。

　
　

①　

�

午う
ま
ど
し歳
五
十
一
歳
（
寛
延
三
年
）、
従
弟
尾
形
伊
八
郎
（「
小
西
彦
右
衛
門
方
淑
親

類
覚
書
」）

　
　

②　

�

右
深
省
之
子
ニ
尾
形
伊
八
郎
と
申も
う
す
ひ
と
こ
れ
あ
り

人
有
之　

是
も
燒
物
細
工
い
た
し
被お
ら
れ居

候そ
う
ろ
う
よ
し

由　

二
代
目
乾
山
ト
云　

是
も
鳴な
る
た
き
む
ら

滝
村
ニ
住す
ま
い居
か
不あ
い
わ
か
ら
ず

相
分
（「
小
西
方
守

筆
尾
形
家
由
緒
覚
書
」）　

作
品
に
関
し
て
は
「
延
享
歳
製
」「
延
享
年
製
」
と
し
た
火
入
ほ
か
が
現
存
。
延
享

年
間
は
乾
山
没
し
て
（
寛
保
三
年
・
一
七
四
三
）
数
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
彦
右
衛
門

親
類
覚
書
は
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
の
記
録
で
あ
り
、
猪
八
、
彦
右
衛
門
は
同
時

代
に
生
き
た
人
物
と
推
考
す
る
が
、
猪
八
の
没
年
は
宝
暦
（
一
七
五
一
―
六
四
）
頃
で

は
な
か
っ
た
か
。

　

乾
山
焼
模
倣
、
有
田
焼
が
盛
行
、
粟あ
わ
た
ぐ
ち

田
口
窯
で
は
金
彩
・
青
・
緑
色
を
基
調
と
し

た
古こ
き
よ
み
ず

清
水
様
式
が
確
立
す
る
。
文
人
趣
味
、
煎
茶
道
が
流
行
し
、
町ま
ち
う売

り
な
ど
の
進

歩
も
あ
り
、
京
都
の
や
き
も
の
は
産
業
陶
器
と
し
て
全
国
へ
と
展
開
す
る
時
期
に
入

る
。
粟
田
口
、
清き
よ
み
ず水

、
五ご
じ
ょ
う
ざ
か

条
坂
の
諸
窯
が
活
躍
、
同
業
者
町
が
形
成
さ
れ
、
仲
間
組

織
も
結
成
さ
れ
る
が
、
伝
統
的
な
個
人
経
営
と
推
測
さ
れ
る
猪
八
窯
は
、
製
作
、
販

売
、
い
ず
れ
に
し
て
も
困
難
な
事
態
に
直
面
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
京
焼
の
概

略
は
、

　
　

六
―
七
世
紀
頃
：
山や
ま
し
な科

・
岩
倉
に
お
け
る
須す

え

き
恵
器　

瓦
生
産

　
　

八
―
一
五
世
紀
：
須
恵
器
ほ
か
栗く
る
す
の

栖
野
窯
の
施せ
ゆ
う釉
陶
器
（
尾
張
陶
工
の
伝
習
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
国
陶
磁
器
の
輸
入
と
珍
重　

律
令
体
制
の
変
化　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
草
・
嵯
峨
・
幡は
た
え
だ枝

（
嵯
峨
土
器
集
団
の
移
住
）
の
土
器
製
作

　
　

一
六
世
紀　
　

：
茶
の
湯
の
盛
行　

中
国
系
内う
ち
が
ま窯

陶
技
押お
し
の
こ
う
じ

小
路
焼　

楽ら
く

焼

　
　

一
七
世
紀　
　

：
尾
張
の
陶
工
・
本ほ
ん
が
ま窯
陶
技　

写
し
も
の　

さ
び
て
面
白
き　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

粟
田
口
焼
・
清
水
焼
・
五
条
坂
諸
窯
な
ど　

唐か
ら
も
の
や

物
屋

　
　
　

同
中
期　
　

：
新
し
き
京
焼
上う
わ
え
つ
け

絵
付
技
法　

東
山
山
麓
か
ら
西
山
御お
む
ろ室
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

色
絵
の
源
流
仁に
ん
せ
い清
焼　

御み
ぞ
ろ
が
い
け

菩
薩
池
焼
な
ど　

伊だ

て達
に
見
事　

　
　

一
八
世
紀　
　

：
桃
山
時
代
以
来
の
京
焼
陶
技
陶
法
の
伝
承
、
集
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
機
軸
尾
形
乾
山
に
よ
る
乾
山
焼　

分
業
製
作　

町
売
り

　
　
　

同
後
期　
　

：
産
業
と
し
て
全
国
に
展
開　

同
業
者
町　

組
合
組
織

な
ど
、
猪
八
時
代
頃
に
は
以
上
の
経
緯
を
辿た
ど

っ
た
も
の
と
考
え
る
。

補
遺
　
伝
承
と
継
承
者
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乾
山
焼
も
、
初
代
創
意
の
画
讃
様
式
、
古こ
ぶ
つ物
の
模
写
か
ら
、
衆
人
の
需も
と

め
る
琳り
ん
ぱ派

様
式
が
主
体
と
な
る
。
が
、
流
行
は
一
〇
年
で
あ
る
。
光
琳
人
気
、
意
匠
・
装
飾
な

ど
に
も
翳か
げ

り
が
生
じ
、
猪
八
作
品
に
も
そ
の
影
響
を
考
え
る
が
、
か
つ
て
茶
の
湯
者
、

趣
味
者
、
人
の
嗜し
こ
う好

に
随し
た
がい

生
産
さ
れ
た
京
焼
は
、
特
産
物
、
食
膳
器
な
ど
宝
暦
以

後
に
は
商
品
と
し
て
の
需
要
が
増
加
。
生
産
量
は
拡
大
し
、
供
給
体
制
の
整
備
、
伴

う
品
質
の
低
下
も
生
ず
る
な
ど
、
京
焼
諸
窯
全
体
に
厳
し
い
現
実
が
訪
れ
る
。

　

猪
八
門
人
に
は
清せ
い
ご吾
の
名
が
残
る
（『
陶
器
密
法
書
』）。
清
吾
以
外
の
弟
子
、
模
倣

者
「
乾け
ん
ぽ
う峯

」
銘
の
作
品
も
あ
る
が
、
猪
八
子
孫
の
記
録
は
乏
し
く
、
以
後
の
乾
山
焼

継
承
者
は
曖あ
い

昧ま
い

と
な
り
、
猪
八
窯
は
閉
窯
す
る
。

　

が
、
江
戸
に
「
尾
形
家
系
図
」
が
伝
承
す
る
。

　

皮
細
工
師
尾
形
圭け
い
す
け助

（
白
圭
・
一
八
三
七
―
一
九
一
一
）
の
養
子
六
世
乾
山
浦
野
繁し
げ
き
ち吉

（
一
八
五
一
―
一
九
二
三
）
に
よ
れ
ば
（「
尾
形
乾
山
其
家
系
に
就
て
」）、
同
家
に
は
乾
山
子

孫
を
伝
え
る
系
図
が
伝
世
、
南
多
摩
郡
忠た
だ
お
い
む
ら

生
村
大
字
図ず

し師
村
曹
洞
宗
円え
ん
ぷ
く
じ

福
寺
に
は
過

去
帳
が
残
る
と
い
う
。
が
、
年
代
的
、
子
孫
の
存
在
も
あ
る
な
ど
、
同
乾
山
は
初
代

深
省
と
は
考
え
難
く
、
二
代
猪
八
で
は
な
い
か
と
推
考
す
る
が
、
同
人
に
は
二
人
の

男
子
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　

尾
形
乾
山　

�

長
男
重じ
ゅ
う
べ
え

兵
衛
ハ
紀き
し
ゅ
う
こ
う

州
公
ノ
臣し
ん

坂さ
か
た
し

田
氏
ノ
養よ
う
し子
ト
ナ
ル
故ゆ
え

ニ
二
男
新

七
家か
め
い
を
そ
う
ぞ
く

名
相
続
ス

　
　

二
代
新し
ん
し
ち七　

�

京
都
寺
町
三
條
本
能
寺
前
ニ
住
シ
後
年
江
戸
ヘ
下
リ
赤
坂
黒
鍬
谷

ニ
住
ス　

本
然
浄じ
ょ
う
か
ん皖居

士　

明
和
六
丑
年
十
月
没
ス

　
　

三
代
専
左
衛�

門　

江
戸
赤あ
か
さ
か坂

黒く
ろ
く
わ
だ
に

鍬
谷
ニ
生
レ
安あ
ん
え
い永

八
年
武ぶ
し
ゅ
う州

多た

ま摩
郡
図ず
し
む
ら

師
村
ハ

妻つ
ま

ノ
実じ
っ
か家

ナ
ル
故ゆ
え

ヲ
以も
っ

テ
同
村
ニ
住
シ
農の
う

ニ
帰き

ス
爾じ
ら
い来

代
々
茲こ
こ

ニ

居き
ょ
じ
ゅ
う
住
ス
（
略
）

長
男
重
兵
衛
は
紀
州
藩
家
臣
坂
田
氏
の
養
子
。
家
名
は
次
男
新
七
が
相
続
す
る
が
、

京
都
寺て
ら
ま
ち町

本ほ
ん
の
う
じ
ま
え

能
寺
前
に
住
ま
い
し
、
後
年
江
戸
へ
下
る
と
あ
る
。
江
戸
で
は
赤あ
か
さ
か坂

黒く
ろ
く
わ鍬
谷だ
に

に
住
す
と
あ
り
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
没
す
る
が
、
図
師
村
へ
は
安
永

八
年
（
一
七
七
九
）
三
代
専
左
衛
門
の
代
に
移
転
、
農
に
帰
す
と
い
う
。
本
能
寺
は

本
応
寺
、
信
長
時
代
は
四
条
西に
し
の
と
う
い
ん

洞
院
、
明
智
光
秀
の
変
後
、
秀
吉
に
よ
っ
て
現
在
の

寺
町
御お
い
け池

へ
と
移
さ
れ
た
が
、
同
所
は
初
代
乾
山
の
丁ち
ょ
う
じ
や
ち
ょ
う

子
屋
町
、
二
代
猪
八
の
聖
護

院
工
房
に
近
接
す
る
。

　
『
す
み
だ
川
花
や
し
き
』（
佐
原
菊き

く
う塢
著
・
一
八
二
〇
）
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。「
伊
八
子
伊
八
東
都
エ
下
リ
武
家
ニ
仕　

陶
器
ヲ
製
ス
ル
ハ
二
代
目
伊
八
迄

ナ
リ
」。（『
古
画
備
考
』（
一
八
五
一
）
に
は
「
伊
八
東
都
ヘ
下
リ
武
家
ニ
仕
ヘ
」
と
あ
る
が
、
伝

承
の
誤
認
か
）

　

伊い
は
ち八

の
子
伊
八
は
江
戸
へ
下
向
、
武
家
に
仕
え
、
陶
器
を
製
す
る
こ
と
は
二
代
目

伊
八
迄
と
あ
る
。
先
の
尾
形
家
系
図
を
照
合
、
武
家
に
仕
え
た
伊
八
の
子
伊
八
と

は
、
江
戸
出
府
後
赤
坂
黒
鍬
谷
に
住
ま
い
し
た
猪
八
の
二
男
新
七
と
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。
黒く
ろ
く
わ鍬
と
は
戦
国
時
代
に
始
ま
る
軍
の
普
請
、
雑
役
な
ど
を
勤
め
た
人
夫
で
あ

る
。
江
戸
期
に
は
江
戸
城
内
の
警
備
・
防
火
・
運
搬
・
清
掃
な
ど
に
携
わ
る
が
、
黒

鍬
組
を
組
織
、
赤
坂
黒
鍬
谷
に
住
し
た
と
い
う
。
仮
定
で
あ
る
が
、
新
七
は
父
猪
八

の
窯
業
を
継
承
、
が
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
京
都
を
離
れ
黒
鍬
組
の
一
員
と
な

り
、
江
戸
に
没
す
る
。

　

や
が
て
五
〇
年
が
経
過
。
京
都
に
三
代
乾
山
を
名
の
る
人
物
が
現
れ
る
。
五
〇
年

の
歳
月
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
誂あ
つ
ら
え
ひ
ん

品
の
利
便
や
広
告
、
宣
伝
な
ど
を
纏
め

た
『
商し
ょ
う
に
ん
か
い
も
の
ひ
と
り
あ
ん
な
い

人
買
物
独
案
内
』（
一
八
三
一
年
刊
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

�
乾
山　

尾
形
氏
名な

ハ
真し
ん
せ
い省�

光こ
う
り
ん
の
お
と
う
と
な
り

琳
之
弟
也　

洛
西
鳴な
る
た
き
む
ら

滝
村
一
陶
器
作
ル　

自
ラ

陶と
う

隠い
ん

ト
号ご
う
し

�

世
ニ
乾
山
焼
ト
称し
ょ
うシ

テ
清せ
い
が
ん玩

ト
ス　

又
其そ
の
ご後

洛
東
聖し
ょ
う
ご
い
ん
む
ら

護
院
村
ニ
住

居
シ
當と
う
じ時　

柳
馬
場
通
竹
屋
町
上
ル　

宮
田
弥
兵
衛
ト
改
名
ス　

又
二
条
富
小

路
東
ヘ
入
町
ニ
出
店
ス　

御お
ん
や
き
も
の
し

燒
物
師　

三
代
目
乾
山
尚
古
斎　
（
印
）
陶
隠
子

鳴
滝
村
に
お
け
る
初
代
の
作
陶
、
聖
護
院
へ
の
移
転
の
こ
と
、
只
今
は
柳
や
な
ぎ
の
ば
ん
ば
ど
お
り

馬
場
通
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竹た
け
や
ま
ち

屋
町
上
ル
、
名
を
宮み
や
た
や
へ
え

田
弥
兵
衛
と
改
名
、
二
条
富と
み
の
こ
う
じ

小
路
東
入
ル
に
店
舗
を
構
え

る
と
い
う
。
柳
馬
場
竹
屋
町
、
二
条
富
小
路
は
と
も
に
初
代
乾
山
の
二
条
通
丁
子

屋
町
工
房
の
近
在
で
あ
る
。
乾
山
焼
の
創
始
を
述
べ
、「
三
代
目
乾
山
尚し
ょ
う
こ
さ
い

古
斎
（
印
）

陶と
う
い
ん
し

隠
子
」
と
記
す
が
、
乾
山
焼
の
正
統
、
伝
統
の
継
承
を
表
示
、
出
廻
る
乾
山
焼
、

他
の
製
作
者
、
同
業
者
を
牽け
ん
せ
い制
す
る
態
度
を
示
す
。
が
、
改
名
の
必
要
は
い
ず
れ
に

あ
っ
た
の
か
。
す
べ
て
は
想
定
の
域
を
出
な
い
が
、
猪
八
の
子
孫
と
仮
定
す
れ
ば
宮

田
家
へ
の
養
子
入
り
、
婿む
こ

入
り
。
ま
た
清
吾
な
ど
門
人
と
の
関
わ
り
。
が
、
全
く
異

な
る
情
況
も
考
え
ら
れ
、
弥
兵
衛
を
粟
田
口
焼
陶
工
と
推
考
す
る
こ
と
は
如
何
で
あ

ろ
う
か
。
三
条
粟
田
口
窯
か
ら
独
立
、
工
房
を
設
け
、
工
人
を
お
き
、
自
ら
も
作
陶
、

店
舗
を
構
え
て
販
売
の
責
任
を
負
う
。

　

作
品
に
は
「
文
化
年
制
三
代
乾
山
宮
田
彌
兵
衛
之
造
・
文
化
年
製
・
文
政
年
製
・

天
保
年
製
・
乾
山
・
乾
山
爾
・
三
代
乾
山
・
三
代
目
乾
山
尚
古
斎
造
・
以
初
代
乾
山

三
代
乾
山
造
」
な
ど
。
箱
書
に
は
「
三
代
尚
古
斎
（
印
）
乾
山
」
と
あ
る
。

　

楽
焼
、
磁
器
製
品
も
あ
る
が
、
草
花
図
、
唐
草
文
様
、
阿お
ら
ん
だ

蘭
陀
様
式
な
ど
の
色
絵

陶
器
が
主
体
で
あ
り
、
器
種
は
雑
多
、
造
り
慣
れ
た
成
形
技
術
、
刻
印
の
な
い
こ
と

に
特
色
が
あ
る
。
商
業
的
な
作
陶
態
度
は
企
画
化
・
様
式
化
し
た
装
飾
、
定
型
化
・

単
一
化
し
た
銘
の
書
方
に
も
表
れ
る
が
、
製
作
期
間
は
安
永
か
ら
天
保
時
代
（
一
七

七
二
―
一
八
四
四
）
へ
と
長
期
に
渉わ
た

り
、
栃
木
県
佐
野
大
川
家
に
は
、
三
代
乾
山
の
佐

野
来
遊
を
知
ら
せ
る
菊
図
手て
あ
ぶ
り焙

二
点
（
鐵
竹
堂
瀧
澤
記
念
館
）
が
伝
世
し
た
。
同
手
焙

箱
書
に
は
安
永
乙
巳
（
未
）
春
三
月
と
あ
る
。
一
作
に
は
「
三
代
乾
山
」、
他
の
一
作

に
は
「
以
古
乾
山
珉
山
造
之
」
と
あ
り
（
左
頁
図
参
照
）、
形
状
・
装
飾
・
陶
法
を
同

じ
く
す
る
。

　

珉み
ん
ざ
ん山
は
平ひ
ら
が
げ
ん
な
い

賀
源
内
の
弟
子
、
高
橋
道ど
う
は
ち八
風
の
陶
器
を
製
し
、
安
永
九
年
（
一
七
八

〇
）
志し

ど度
に
お
い
て
開
窯
す
る
と
あ
る
（『
日
本
陶
器
目
録
』）。
乾
山
焼
模
倣
に
は
色
絵

土
器
皿
、
発
掘
品
に
小
さ
な
銹さ
び
え絵
竹
図
茶
碗
も
あ
る
が
（
下
図
参
照
）、
初
代
高
橋
道

八
に
も
色
絵
竜
田
川
図
向
付
な
ど
が
伝
世
。
道
八

は
粟
田
口
焼
陶
工
で
あ
り
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）

二
代
道
八
時
代
に
五
条
坂
へ
移
転
を
す
る
。
三
条
粟

田
口
焼
窯
場
は
仁
清
を
は
じ
め
、
乾
山
焼
鳴
滝
時
代

の
内
窯
担
当
孫ま
ご
べ
え

兵
衛
は
三
条
蹴け
あ
げ上
、
比び
く
に
ざ
か

丘
尼
坂
に
住

し
（『
陶
工
必
用
』。『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
に
は
「
孫
」

「
彌
」
の
誤
認
が
あ
り
、
三
条
南
禅
寺
領
東
小こ
も
の
ざ
ち
ょ
う

物
座
町
と
あ

珉
山　

銹
絵
竹
図
茶
碗

　
　
京
都
公
家
町
遺
蹟
出
土

る
）、
借か
り
が
ま窯
時
代
の
乾
山
、
猪
八
も
深
い
関
わ
り
を
有
し
て
い
た
。
粟
田
口
で
は
乾

山
焼
の
創
始
、
丁
子
屋
町
移
転
の
こ
と
、
作
品
様
式
、
陶
法
な
ど
を
充
分
承
知
。

　

宮
田
弥
兵
衛
は
「
三
代
目
乾
山
尚
古
斎
」
を
名
の
り
、
陶
技
・
陶
法
を
初
代
道
八
、

珉
山
と
は
同
じ
く
す
る
。
弥
兵
衛
は
粟
田
口
焼
陶
工
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　

が
、
こ
こ
に
弥
兵
衛
の
文も
ん
ご
ん言

（『
商
人
買
物
独
案
内
』）
を
宜う（
む
）べと
す
る
人
物
が
現
れ
る
。

「
受
業
三
世
蔵ぞ
う
ろ
く
ど
う
ご
す
け

六
堂
呉
介
」
で
あ
る
。

　

が
、
同
じ
京
都
に
同
じ
時
代
、
二
人
の
三
代
乾
山
は
疑
問
で
あ
る
。
作
品
に
は�「
乾

山
・
三
代
乾
山
・
乾
山
呉
・
陶
隠
乾
山
呉
介
造
・
日
本
乾
山
呉
介
製
・
於か
い
う
ん
さ
ん
ち
ゅ
う
に
お
い
て

海
雲
山
中
製
之
」

な
ど
。
箱
書
に
は
「
受
業
三
世
乾
山
・
三
世
蔵
六
堂
乾
山
呉
（
六
角
書
印
）・
三
代
乾

山
（
印
）
呉
介・
大た
い
が
ど
う
ぐ
う

雅
堂
寓
・�

為し
そ
ひ
ゃ
く
ね
ん
き
つ
い
ふ
く
の
た
め
な
る
た
き
の
つ
ち
を
も
っ
て
こ
れ
を
つ
く
る

始
祖
百
年
忌
追
福
以
鳴
瀧
土
造
之　

天
保
壬
寅
仲
秋
」

ほ
か
、
猪
八
作
松
竹
梅
図
茶
碗
箱
書
（
円
照
寺
）
に
は
「
二
代
伊
八
作
・
受
業
三
世

乾
山
（
印
）
呉
介�

證
」
と
あ
る
。
天
保
壬じ
ん
い
ん（
み
ず
の
え
と
ら
）

寅
は
同
一
三
年�

（
一
八
四
二
）
で
あ
る
。
猪

八
と
は
時
代
的
な
隔へ
だ

た
り
も
あ
り
、
両
者
に
直
接
の
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
が
、

猪
八
工
房
に
関
係
し
た
陶
工
と
の
所
縁
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
陶
器
密
法
書
』（
猪
八
陶
法
書
）
に
は
「
藥く
す
り三

条
竃か
ま

に
て
も
五
条
竃
に
て
も
細
工
人

方
に
て
藥
か
け�

燒
代
遣
候
事
」
と
あ
る
。

　

三
条
、
五
条
の
窯
場
で
は
、
乾
山
時
代
は
素
焼
、
貸か
し
が
ま窯

を
す
る
。
猪
八
時
代
は
成

形
・
施
釉
・
焼
成
な
ど
の
助
成
も
行
う
が
、
素
人
陶
芸
の
進
出
、
活
動
な
ど
が
推
考
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さ
れ
る
。
呉
介
の
作
品
は
土
器
・
陶
器
・
磁
器
な
ど
と
幅

が
広
い
。
皿
・
碗
・
水
指
・
香
合
な
ど
、
色
絵
、
染
付
、

南
蛮
手
も
あ
り
、
中
国
渡
来
の
陶
製
の
匙さ
じ

「
散ち
り
れ
ん
げ

蓮
華
」
の

模
作
も
残
る
。「
陶
隠
乾
山
呉
介
」「
大
雅
堂
寓
」
と
も
書

し
、
初
代
乾
山
一
〇
〇
年
忌
に
は
鳴
滝
山
中
の
土
を
用
い

て
香
合
を
製
作
す
る
な
ど
の
箱
書
を
認し
た
ため
る
が
、
陶
工
、

否
、
茶
の
湯
者
、
趣
味
者
の
類
い
で
は
な
か
っ
た
か
。
時

に
は
既
製
素
地
を
応
用
、
施
釉
、
焼
成
を
依
頼
す
る
な
ど
、

専
門
陶
工
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
が
、
陶
工
に
非あ
ら

ざ
る
者

と
し
て
角す
み
の
く
ら

倉
為
次
郎
他
乾
山
弥
兵
衛
・
乾
山
五
郎
兵
衛
な

ど
の
名
が
残
る
（『
工
芸
志
料
』）。

　

初
代
没
後
、
乾
山
焼
は
京
都
と
江
戸
に
分
派
し
た
。

　

二
代
は
京
都
に
猪
八
、
江
戸
に
次
郎
兵
衛
、
三
代
は
三

者
が
お
り
、
京
都
に
既
述
の
宮
田
弥
兵
衛
、
蔵
六
堂
呉
介
、

江
戸
入
谷
村
に
宮
崎
富
之
助
の
名
が
伝
え
ら
れ
る
。
現
存

す
る
乾
山
銘
の
総
体
は
、
さ
ら
に
京
都
に
お
け
る
土
産
物

類
の
製
作
者
、
後
世
の
模
倣
者
、
継
承
者
ら
の
作
品
な
ど

を
含
む
が
、
富
之
助
銘
は
そ
れ
ら
現
存
作
品
中
に
一
点
も

見
当
た
ら
な
い
。
二
代
次
郎
兵
衛
同
様
、
低
火
度
焼
成
・

色
絵
作
品
、
晩
年
の
乾
山
作
陶
に
繋
が
り
を
も
つ
と
考
え

る
が
、
多
く
の
伝
世
す
る
乾
山
銘
作
品
に
紛
れ
て
い
る
と

推
測
す
る
。

　

入
谷
窯
は
瓦
・
土
器
を
製
す
る
窯
場
で
あ
っ
た
。

　

安
永
か
ら
文
政
期
（
一
七
七
二
―
一
八
三
〇
）
に
は
、
幕

府
御
用
土か
わ
ら
し

器
師
と
し
て
松
井
新
左
衛
門
（『
大
名
武
鑑
』『
新

呉
介
作
香
合
・
呉
介
箱
書

猪
八
作
茶
碗
・
呉
介
箱
書

（
右
図
）
猪
八
作
藍
絵
松

竹
梅
図
茶
碗
箱
書

（
左
図
）
呉
介
作
染
付
鳥

図
菱
香
合
箱
書

　
両
箱
書
は
と
も
に
三
代

蔵
六
堂
呉
介
に
よ
る
証
で

あ
る
。
と
も
に
受
業
三
世

乾
山
と
書
す
が
、
何
故
受

業
と
し
、
三
世
を
名
の
っ

た
の
か
、
手
懸
か
り
は
な

く
、
猪
八
と
の
直
接
的
な

関
係
も
認
め
ら
れ
な
い
。

　
香
合
箱
書
に
は
初
代

一
〇
〇
年
忌
に
際
し
乾
山

初
開
窯
鳴
滝
の
土
を
以
っ

て
作
陶
す
る
と
あ
る
。
模

倣
を
超
え
た
作
意
、
意
気

込
み
が
窺
わ
れ
る
。

ー
珉
山
ー

珉
山　

色
絵
菊
図
手
焙
・
銘

珉
山　

色
絵
草
花
図
土
器
皿
・
銘

ー
三
代
乾
山
宮
田
弥
兵
衛
ー

三
代
弥
兵
衛　

色
絵
菊
図
手
焙
・
銘

三
代
弥
兵
衛　

色
絵
百
合
図
土
器
皿
・
銘

三
代
呉
介　

染
付
鳥
図
菱
香
合
・
銘

ー
三
代
乾
山
蔵
六
堂
呉
介
ー

三
代
呉
介　

色
絵
草
花
図
土
器
皿
・
銘

猪
八　

銹
絵
染
付
土
器
皿
・
銘

猪
八　

藍
絵
松
竹
梅
図
茶
碗
・
銘

ー
二
代
乾
山
猪
八
ー



尾形乾山 研究集成 1072

編
武
蔵
風
土
記
稿
』）、
日
光
御
門
主
職
人
に
仁
右
衛
門
（「『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』）
の
名

が
残
る
。
土
器
師
屋
敷
は
、
の
ち
に
や
き
も
の
屋
敷
と
称
さ
れ
た
旧
入
谷
三
五
、
六
、

七
番
地
辺
り
と
推
測
す
る
が
、
乾
山
の
下
向
し
た
享
保
中
期
、
下
谷
、
坂
本
で
は
火

鉢
・
瓦が
と
う燈
・
燈
籠
な
ど
を
製
し
て
い
た
（『
続
江
戸
砂
子
温
故
名
跡
志
』）。
松
井
家
な
ど

御
用
窯
と
は
別
の
窯
場
が
浮
上
す
る
が
、
平
成
一
二
、
三
年
、
入
谷
村
下
谷
二
丁
目

１
、
２
番
地
で
は
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
結
果
、
同
所
は
下
谷
坂
本
東
運
寺
墓
地

に
重
な
り
、
入
谷
村
日
光
御
門
主
屋
敷
近
辺
、
民
窯
の
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
。
一
九

世
紀
前
半
の
地
層
か
ら
皿
・
土
瓶
・
鍋
・
徳
利
・
灯
明
具
な
ど
が
出
土
し
た
。「
𠆢
久
」

「
い
り
や
」
な
ど
彫
字
の
あ
る
陶
片
、
多
様
な
鉛
釉
土
器
、
変
形
皿
に
は
乾
山
焼
色

絵
鮑
貝
形
皿
に
類
似
の
白
化
粧
、
色
絵
具
を
発
見
。
御
用
窯
に
加
え
、
民
窯
の
存
在

が
明
ら
か
と
な
る
。
民
窯
と
な
れ
ば
自
由
な
作
陶
が
可
能
で
あ
る
。
享
保
頃
に
は
火

鉢
・
土
風
炉
・
燈
籠
な
ど
の
製
作
、
乾
山
の
下
向
に
伴
っ
て
乾
山
焼
が
加
わ
る
が
、

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
佐
野
に
お
け
る
庭
焼
で
は
、
同
地
の
素
封
家
大
川
顕
道
は

入
谷
村
久
作
方
に
筒
型
茶
碗
・
火
入
・
皿
類
な
ど
の
素
焼
素
地
を
誂あ
つ
らえ
て
い
る
（『
陶

器
傅
書
』）。
白
粉
・
内
窯
な
ど
の
注
文
も
あ
り
、
乾
山
時
代
の
入
谷
村
は
、

　

一
つ
に
御
用
窯
に
お
け
る
瓦
・
土
器
生
産

　

二
つ
に
民
窯
に
お
け
る
日
常
雑
器
の
製
作

　

三
つ
に
乾
山
の
下
向
に
伴
っ
て
新
た
に
「
み
や
こ
」
の
陶
芸
、
茶
道
具
製
作
な
ど

の
道
が
開
か
れ
る
。

　

余
波
は
や
が
て
他
所
へ
と
波
及
す
る
が
、
文
京
区
東
京
大
学
構
内
遺
跡
、
大
塚
窪

町
遺
跡
な
ど
か
ら
は
土
器
、
磁
器
、
施
釉
陶
器
に
交
じ
り
、
白
化
粧
、
色
絵
具
の
施

さ
れ
た
陶
片
が
出
土
し
た
。
江
戸
の
乾
山
焼
は
低
火
度
焼
成
を
主
体
と
し
た
。『
陶

工
必
用
』（
大
和
文
華
館
）
に
よ
れ
ば
、
関
東
に
お
け
る
作
陶
上
の
工
夫
、
他
窯
の
素

地
や
素
材
の
応
用
、
絵
画
活
動
の
影
響
も
あ
り
色
絵
具
へ
の
関
心
が
窺
わ
れ
る
。「
内

竃
秘
書
」
を
照
合
す
れ
ば
、
釉
上
白
・
黒
上
絵
具
、
色
絵
具
は
赤
・
萌
黄
・
紺
・
紫
・

黄
・
鼠
色
・
桃
色
・
カ
ボ
チ
ャ
色
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
陶
工
ら
の
作
陶
は
不
明
。
乾

山
自
作
の
茶
碗
・
皿
・
短
冊
皿
に
は
、
書
・
画
を
用
い
た
画
讃
様
式
、
和
歌
・
物
語

な
ど
の
文
学
的
意
匠
、
定
家
十
躰
の
和
歌
な
ど
、
京
都
時
代
の
足
跡
が
残
る
。

　

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）、
宮
崎
富
之
助
は
二
代
次
郎
兵
衛
か
ら
陶
法
書
、
初
代
口

述
二
代
筆
記「
内
竃
秘
書
」を
譲
ら
れ
た
。
三
代
継
承
は
抱
一
箱
書
、「
乾
山
世
代
書
」、

『
古
画
備
考
』
に
認
め
ら
れ
る
が
、
同
書
に
は
二
ヵ
所
に
渉
り
以
下
の
奥
書
が
あ
る
。

　
　

①　

明
和
三
丙
戌
年
七
月
廿
四
日　

近
藤
安
治
郎
写
之　

是
ハ
又
傳
之
也

　
　

②　

干
時
宝
暦
十
年
七
月　

乾
山
省
古　
（
別
紙
添
付
）

写
者
近
藤
安
治
郎
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
は
初

代
没
後
一
七
年
、「
乾
山
省
古
」
と
あ
り
、

　
　

所し
ょ
も
う
の
じ
ん
こ
れ
あ
り
そ
う
ろ
う
と
も

望
之
仁
有
之
候
共　
　

作で
ん
と
な
す
こ
と
か
た
く
む
よ
う
と
な
す
べ
き
も
の
な
り

傅
堅
可
為
無
用
者
也　

伝
と
為な

す
こ
と
無
用
也
と
い
う
。
乾
山
焼
陶
法
の
拡
散
、
模
倣
作
品
の
広
が
り
に
結

び
つ
く
が
、
後
世
の
陶
法
書
に
は
錦に
し
き
で手

絵
具
の
智
慧
を
融
合
、「
乾
山
雪
・
雪
白
」

な
ど
、
別
し
て
白
絵
具
（
化
粧
土
）
へ
の
関
心
が
顕
著
と
な
る
。
三
代
と
な
れ
ば
富

之
助
に
も
作
陶
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
が
、
作
品
は
確
認
で
き
ず
、
富
之
助
子
銕て
つ

は

植
木
屋
手
伝
い
と
あ
り
（『
古
画
備
考
』）、
や
き
も
の
製
作
に
関
与
し
た
か
否
か
は
不

明
で
あ
る
。

　

五
七
年
が
経
過
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
吉
原
の
名
主
西
村
藐み
ゃ
く
あ
ん
庵
は
江
戸
の
代
々

「
乾
山
世
代
書
」（
善
養
寺
）
を
認し
た
ため

る
。
同
書
は
三
浦
乾
也
へ
と
伝
承
す
る
が
、

　

一　

初
代
乾
山
紫
翠
深
省　
右
者
准
后
宮
様
京
師
よ
り
御
召
連
被
成
候

　

一　

弟
子
二
代
目
乾
山
次
郎
兵
衛　
入
谷
出
生
之
人

　

一　

弟
子
三
代
目
宮
崎
富
之
助　
同
入
谷
村

　

一　

四
代
目　

雨
華
庵　
抱
一
上
人

　

一　

五
代
目　

歌
仙
庵
藐
庵
宗
先　
金
龍
山
中
住
居

と
あ
る
。「
内
竃
秘
書
」
は
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
酒
井
抱ほ
う

一い
つ

が
入
手
。
抱
一
は
光
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琳
顕
彰
に
尽
力
し
た
絵
師
で
あ
る
が
、
大
澤
永
之
（
号
紫
翠
）
宛
書
状
に
よ
れ
ば
、

乾
山
命
日
（
六
月
二
日
）
翌
日
、
入
谷
村
陶
工
多
三
郎
が
抱
一
宅
へ
枇び

わ杷
を
届
け
る
。

枇
杷
は
「
乾
山
弟
子
中
」
命
日
に
供
え
る
供
物
で
あ
っ
た
。
入
谷
窯
の
存
続
が
分
明
、

乾
山
弟
子
中
と
あ
る
こ
と
か
ら
多
三
郎
な
ど
陶
工
ら
の
存
在
も
推
測
さ
れ
る
が
、
す

で
に
時
代
は
や
き
も
の
で
も
欲
す
れ
ば
難
な
く
入
手
可
能
な
時
世
を
迎
え
て
い
た
。

扱
い
易
い
磁
器
が
盛
行
、
個
人
の
作
陶
を
尊
重
す
る
風
潮
も
生
じ
て
お
り
、
果
た
し

て
入
谷
窯
に
ど
れ
ほ
ど
の
需
要
が
あ
っ
た
も
の
か
。
入
谷
窯
は
消
息
を
絶
つ
が
、
乾

山
焼
の
陶
技
陶
法
は
以
下
の
人
々
を
経
由
、
各
々
に
拡
が
り
を
み
せ
る
。

（
一
）
初
代
乾
山
の
陶
法

　
「
内
竃
秘
書
」
を
通
じ
次
郎
兵
衛
・
宮
崎
富
之
助
・
酒
井
抱
一
・
西
村
藐
庵
・
三

浦
乾
也
・
井
伊
直な
お
す
け弼
・
浦
野
繁
吉
・
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
な
ど
。『
陶
工
必
用
』

を
通
じ
進
藤
周す
お
う
の
か
み

防
守
勝
任
・
矢
田
部
豊ぶ
ぜ
ん
の
か
み

前
守
（
推
定
）・
水み
な
か
み
ろ
せ
ん

上
蘆
川
な
ど

（
二
）
二
代
猪
八
の
陶
法

　
『
陶
器
密
法
書
』
を
通
じ
沼ぬ
な
み
ろ
う
ざ
ん

波
弄
山
・
浅あ
さ
じ
ど
う
さ
ん
あ
し
げ
ん

茅
堂
三
阿
至
玄
・
佐
原
菊き
く
う塢

・
針は
り
ゅ
う
け
ん
ば

生
乾
馬
・

根
岸
武
香
な
ど

　

以
上
、
初
代
深
省
、
二
代
猪
八
の
陶
法
は
と
も
に
江
戸
に
お
い
て
拡
散
す
る
。
初

代
乾
山
の
模
倣
は
趣
味
者
の
風
趣
、
猪
八
様
式
は
商
品
と
し
て
、
京
都
で
は
土
産
物

の
趣
き
な
ど
が
残
る
も
の
と
考
え
る
。

―
訂
正
事
項
―

　
「
初
代
乾
山
口
述
二
代
筆
記
」
写
本
（「
内
竃
秘
書
」）
の
発
見
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で

三
代
乾
山
宮
崎
富
之
助
と
し
た
作
品
は
（『
尾
形
乾
山
―
全
作
品
と
そ
の
系
譜
（
四
巻
）』『
乾
山

焼
入
門
』
他
）、
京
都
三
代
宮
田
弥
兵
衛
の
作
陶
、
作
品
の
誤
り
で
あ
っ
た
。
富
之
助

の
作
陶
は
確
認
で
き
ず
、
謹
み
こ
こ
に
訂
正
を
い
た
し
ま
す
。

　
文
京
区
大
塚
窪
町
遺
跡
は
、
寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）、
江
戸
、
旗
本
三
〇
〇
〇
石

大
久
保
家
の
拝
領
し
た
屋
敷
跡
で
あ
る
。

　
一
九
世
紀
の
遺
構
か
ら
は
磁
器
製
品
に

加
え
、
上
図
土
器
・
陶
器
、
白
化
粧
に
色

絵
を
交
え
た
陶
片
が
出
土
し
た
。
焙
烙
・

壷
・
植
木
鉢
な
ど
生
活
道
具
に
交
じ
り「
ひ

い
な
遊
び
」「
ま
ま
ご
と
遊
び
」
な
ど
の

玩
具
も
み
つ
か
り
、
子
弟
ら
が
年
中
行
事

を
学
び
、
礼
儀
作
法
を
身
に
つ
け
る
な
ど

の
目
的
に
用
い
ら
れ
た
と
伝
承
す
る
。
当

時
、
磁
器
製
品
は
肥
前
が
中
心
、
陶
器
は

瀬
戸
・
美
濃
・
信
楽
・
京
都
な
ど
か
ら
搬

入
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
で
は
武
家
屋
敷
、

富
裕
町
人
ら
の
庭
焼
も
あ
り
、
一
九
世
紀

頃
か
ら
は
趣
味
的
風
趣
を
具
え
る
作
陶
が

増
加
。
専
門
陶
工
に
加
え
、
趣
味
者
、
下

級
武
士
ら
の
内
職
、
副
業
な
ど
も
推
考
さ

れ
て
い
る
。

　
白
化
粧
と
色
絵
具
は
乾
山
焼
の
特
色
で

あ
る
。直
接
の
関
わ
り
は
不
明
で
あ
る
が
、

後
世
の
乾
山
焼
関
係
陶
法
書
は
そ
れ
ら
の

記
述
が
多
く
を
占
め
、
初
代
乾
山
没
後
数

十
年
、
作
陶
者
ら
が
意
識
す
る
、
否
に
関

わ
ら
ず
、
乾
山
焼
陶
法
の
活
か
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。遊
戯
性
を
帯
び
、

数
寄
者
的
風
趣
を
具
え
る
こ
と
に
も
特
色

が
あ
り
、
技
の
美
な
ど
は
二
の
次
と
す
る

趣
き
が
あ
る
。

一
九
世
紀
　
江
戸
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
　
文
京
区
大
塚
窪
町
遺
跡
な
ど

文
京
区
大
塚
窪
町
遺
跡
の
出
土
品


